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草の根技術事業からの学び 

佛子園ブータン事務所長 
 

中島民樹 

2016年度第2回NGO-JICA協議会 
【協議事項1-1】 
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佛子園とブータンとの出会い 

• 2010年11月 法人海外研修でブータンへ 

• 2011年 6月 法人職員を現地派遣 

• 2011年11月 タラヤナ財団が来県 

• 2012年 5月 タラヤナ財団と調印 

• 2013年 3月 ＪＩＣＡ北陸ブータン現地調査 

• 2014年 1月 ＪＩＣＡ草の根事業開始 

• 2014年 3月 ブータン皇太后陛下 

         Ｓｈａｒｅ金沢式典ご臨席 
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ブータンProjectで目指していること 

•福祉的制度が発達していないブータンにおいて持
続性のある「ブータン版福祉モデル」を創り上げる 

•障がい者差別が根強いブータンでのソーシャルイ
ンクルージョンの推進 

•貧困層（障がい者含む）の雇用創出 

•福祉サービスの質の向上 

プロジェクト目標 

ｿｰｼｬﾙｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ理念の理解促進を通じて障がい
者支援機関の障がい者福祉の質が向上する  

・スタッフの専門的スキルの向上 
・50％以上の障がい者や家族が支援に

対して満足度を高める 

アウトプット 

1. 障がい者支援の人材が育成される 

2.地域特性・障害特性に合致した製品が販売される 
3.障がい者の家族及び地域の人々がｿｰｼｬﾙｲﾝｸﾙｰ

ｼﾞｮﾝについて理解する 

・研修受講生の80％以上が理解する 
・指導者による現地研修の実施 

・人材育成テキストの完成 
・10以上の作業開発数 ・販売20％増 

・ｿｰｼｬﾙｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ理解が30％向上 

活動 

1-1.指導者養成のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを日本とﾃｨﾝﾌﾟｰで実施 

1-2.障がい支援従事者の育成研修をティンプーで実
施する 

1-3.日本研修修了者が人材育成テキストを作成する 
2-1.就労指導者のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを日本とﾃｨﾝﾌﾟｰで実施 

2-2.地域特性等に合致した仕事の開発と既存製品
の品質改良を行う 

2-3.製品の販売システムを構築する 
3-1.ティンプーの障がい者の実態調査を行う 

3-2.障がいの正しい理解のための啓発イベント開催 

投入（日本側） 
＜人材＞ 

・Ｐﾏﾈｰｼﾞｬｰ 雄谷良成 
・国内調整員 清水愛美 

・現地調整員 中島民樹 ｅｔｃ． 
＜資機材＞ 

・研修教材、介護用資機材 ｅｔｃ． 
投入（現地側） 

＜相手国実施機関＞タラヤナ財団 
＜協力機関＞ﾀﾞｸﾂｫ、ＡＢＳ、ＤＰＡＢ 

＜経費＞現地実態調査費用 ｅｔｃ． 

草の根事業（支援型）  
「ソーシャルインクルージョンによる障がい者支援プロジェクト」  
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研修生の受け入れ 

障がい支援従事者の育成研修 

Disabilities, PCP, Gentle Teaching, Care Givers’ Tips, TEACCH Program…  
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地域特性等に合致した仕事の開発と既存製品の品質改良を行う 
 

 
 

ティンプーの障がい者の実態調査を行う 

パロ県：216人、プナカ県：251人、サムチ県：479人、ティンプー県：225人、タシガン県：244人、 
トンサ県：112人、チラン県：143人   

合計：1,670人 
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障がいの正しい理解のための啓発イベント開催 

ご清聴ありがとうございました。 


